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程順則の論理と現代社会

































































































1702年　 3 月に三男， 6 月に弟・順性， 7 月に長男， 9 月に次男が相次いで逝去
1706年　進貢正議太夫となる。第四回目の中国訪問
程順則の論理と現代社会82




































































『那覇市史　資料篇　第 1 巻 5 』には次のように記されている。「同　四十五年丙戌四
月，使を奉じて進貢正議大夫となる。十一月耳目官馬元勲宮平親雲上良康と共に那覇開
程順則の論理と現代社会84

















































































































































































































































































































































































34）那覇市企画部市史編集室（1976）『那覇市史　資料篇　第 1 巻 5 』那覇市役所，227ページ。
35）1807年に屋富祖親方鄭章観が著した「総理唐栄司程公伝」を，1844年に喜納親雲上が日本
程順則の論理と現代社会94
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